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殿 

 

衆
議
院
議
員
竹
村
奈
良
一
君
提
出
営
林
署
労
務
員
の
給
與
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 



一 

営
林
局
署
労
務
者
の
現
行
給
與
は
、
人
事
院
規
則
九
―
一
（
常
勤
を
要
し
な
い
職
員
の
給
與
）
に
よ
つ
て
、
従
前
の
例
に

よ
つ
て
い
る
。
そ
の
実
際
の
賃
金
は
一
般
職
種
別
賃
金
を
参
考
と
し
て
国
有
林
事
業
の
特
殊
性
を
加
味
し
て
決
定
さ
れ
た 

も
の
で
あ
る
。 

二 

国
家
公
務
員
に
対
す
る
寒
冷
地
手
当
及
び
石
炭
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
号
）
に
よ
れ

ば
、
塞
冷
地
手
当
及
び
石
炭
手
当
は
、
常
勤
職
員
に
限
り
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
営
林
署
に
勤
務
す
る
現
場
労
務
者 

は
、
「
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
人
事
院
細
則
第
二
号
（
人
事
院
規
則
八
―
七
に
定
め
る
非
常
勤
職
員
の
官
職
）
に
よ
り
非

常
勤
職
員
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
單
純
労
務
に
服
す
る
者
」
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
右
の
法
律
及
び 

国
有
林
事
業
の
現
場
労
務
者
の
特
殊
性
に
か
ん
が
み
、
一
般
職
種
別
賃
金
と
は
別
に
新
ら
た
に
給
與
体
系
を
確
立
実
施 

す
る
た
め
、
目
下
諸
般
の
資
料
を
蒐
集
中
で
、
速
や
か
に
こ
れ
を
確
立
す
る
よ
う
人
事
院
と
農
林
省
と
の
間
に
お
い
て
研 

究
し
て
い
る
。 

衆
議
院
議
員
竹
村
奈
良
一
君
提
出
営
林
署
労
務
員
の
給
與
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四 

人
事
院
細
則
を
改
め
な
い
限
り
支
給
不
可
能
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
事
実
上
の
常
勤
の
労
務
者
に
つ
い
て
は
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡
上
「
雇
傭
人
と
同
一
内
容
の
職
務
に 

従
事
す
る
者
で
あ
つ
て
、
雇
傭
人
の
給
與
を
基
礎
と
し
て
賃
金
が
決
定
さ
れ
て
い
る
者
」
に
か
ぎ
り
、
総
理
府
令
第
二
十 

八
号
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
準
じ
た
額
を
便
宜
賃
金
の
中
で
支
給
し
て
い
る
。 

将
来
、
正
規
に
法
律
に
よ
る
寒
冷
地
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
か
は
、
一
の
賃
金
体
系
確
立
の
際
に
、
総
合 

的
に
考
慮
さ
れ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 
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